
第６期（令和４年度から令和５年度）あま市まちづくり委員会のテーマ(案) 
（１）委員案 

 テーマ 調査及び審議する項目 提案理由 

１ あま市に合う協働 ・近隣をベースにするのではなく、あま市独自の地域色があ

るので、その地域に合う協働を考える 

・あま市旧３町でもいろいろな考え方をされる方が多い中で、近隣の市のデータを参考にはできな

いと思うから。 

２ コミュニティの在り方 ・コミュニティ形成の方法・目標について  

３ 市民活動センターの在り方 ・市民活動センターの現状とこれから、産業会館からの移転

後の運営について 

 

４ 協働によるまちづくりの推

進 

 

 

実態の把握、実践団体・地域等の紹介 

・議題 

・今後の方向 

・地域組織（自治会・コミュニティ協議会など）の現状を知り、問題提起して効率の良い方法、解

決策を抜本的に考える。（提案する。） 

・まちづくりの基本は地域づくり。 

・第３期まちづくり委員会の提案の実施（ワークショップ、出前講座、講師、先進地域との交流～） 

・原点に戻って考え、実践していくといい。 

５ 少子高齢化に対応した令和

のまちづくりの方針設定 

・市民活動団体等における活動内容の変遷を把握する。 

 

・若い世代が参加できるしくみづくりが出来ていない。一部の人に対しての活動となっている。 

６ まちづくり学生参加推進 

 

・学生へのアプローチ方法の検討・審議 

・現団体とどのように関わってもらうか？ 

 

・どこの団体も世代交代できないという問題を抱えている。 

・年齢が低いうちから、まちづくりやボランティアに親しむことによりまちづくりの活性化、世代

交代をスムーズに行うことを目指す。 

７ 協働に対する理解の促進 ・協働に対する理解促進方法、考案と実践（ルールブック・

ガイドブックも活用） 

 

８ ルールブック活用 

 

 

・活用できたかどうか。 

・活用してみての問題点調査 

・活用してみての改善案調査 

（アンケートをするといいかも） 

          ↓ 

・活用してみての改訂検討 

・まずやってみて問題点は、必ず出てくると思うので、そのままにせず使いやすく円滑にまちづく

りする人々に活用して頂きたい。 

・実際に活用した方からのご意見を取り入れ、６期または７期でより良いものに改訂してほしいで

す。 

資料２ 



 テーマ 調査及び審議する項目 提案理由 

９ 「協働のためのルールブッ

ク」活用 

 

 

・基本的には事務局案に賛成です。 

・特に活用先の検討とリストアップは必要で、出来ればその

中から１件でも進めていって委員会で進捗管理をするとよ

り良いと思います。 

 

10 協働のためのルールブック

の活用について 

・ルールブックの活用方法について 

・ルールブックの周知の方法 

・ルールブックの配布先と配布方法 

・ルールブックの活用状況の調査方法 

・活用状況の把握とその状況に対する改善 

・多くの人と時間を費やして完成したガイドブックを是非有効に活用してほしいため。 

（２）事務局案 

 

１ 「協働のためのルールブッ

ク」活用 

・市民活動団体等における現状把握 

・活用先の検討、審議 

・活用方法の調査検討 

・市民協働による事業が、より効果的かつ効率的に進むよう活用していくため。 

・市と市民活動団体等との協働の推進のため。 


